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LaB6 に着目して予備的検討をした結果， LaB6 の陰極材としての使用温度はW陰極より 1000 [K] 程度低くなること
を推定している。そこで，高出力化を目的とする直熱型陰極と，長寿命とビーム出力の安定性を目的とする傍熱型陰
極を LaB6 焼結体を用いてそれぞれ試作し，電子銃に実装してその特性を測定している。その結果，直熱型では強収束

























LaB6 を選定し，直熱型電子銃としては高出力化，傍熱型電子銃としては長寿命化の観点から実験的に検討し， LaB6 の
高品位電子銃陰極材料としての有用性を実証している。
(3)超高電圧で使用する大出力電子銃の安定制御方式について，従来方式によるビーム出力の不安定性の原因を追求
し，従来法に変わる計算機制御と光伝送を利用する方式を提唱し，超高電圧下で従来法に比べて提唱方式による応答
性，安定性，操作性の優位性を実験的に示している。
(4)超高エネルギー密度電子ビームの造出と深溶込み加工への適用に，ついて，溶込み深さに及ぼすビーム加速電圧の
高電圧化に基づくビーム高密度化の影響，深溶け込み加工における超高電圧印可の必要性を実証している。さらに，
これらの知見を基に大出力電子ビーム発生装置を試作し，深溶込み加工へ適用し，超厚板ステンレス鋼の溶接加工で
従来では不可能であった深溶込み平行ビードが得られることを示している。
以上のように，本論文は高品質な大出力電子ビームを発生させるために必要な高性能大出力電子銃の開発とその応
用に関して多くの新しい知見を与えるものであり，接合工学および生産工学の発展に寄与するところが大きい。よっ
て本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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